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厚
労
省
通
知
に
も
と
づ
く
対
東
京
都
要
請
行
動 

 

―
東
京
医
療
関
連
協 

 

東
京
医
労
連
と
都
立
病

院
の
仲
間
な
ど
で
構
成
す

る
東
京
医
療
関
連
労
働
組

合
協
議
会
（
東
京
医
療
関
連

協
）
は
、
10
月
28
日
（
金
）

午
前
11
時
か
ら
１
時
間
、
東

京
都
庁
に
お
い
て
、
「
看
護

師
等
の
『
雇
用
の
質
』
向
上

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の

厚
生
労
働
省
通
知
」
に
も
と

づ
く
対
東
京
都
要
請
・
懇
談

を
行
い
ま
し
た
。
東
京
医
労

連
か
ら
は
看
護
闘
争
委
員

を
中
心
に
、
10
名
が
参
加

し
ま
し
た
。 

 

東
京
都
福
祉
保
健
局
医

療
政
策
部
か
ら
は
、
医
療
人

材
課
長
、
看
護
人
材
担
当
課

長
、
な
ど
５
名
が
対
応
し
ま

し
た
。 

 
森
越
副
議
長
の
あ
い
さ

つ
の
後
、
要
請
内
容
に
つ
い

て
の
返
答
が
あ
り
、
通
知
に

対
す
る
東
京
都
の
対
応
と

し
て
、
看
護
人
材
担
当
課
長

の
中
山
氏
を
労
働
局
主
催

の
企
画
委
員
会
の
委
員
と

し
て
送
っ
て
い
る
ほ
か
、
来

年
１
月
以
降
で
の
現
場
管

理
者
を
対
象
と
し
た
研
修

会
な
ど
に
協
力
し
て
い
く

こ
と
や
、
引
き
続
き
新
人
研

10 月 28 日 東京都庁第 1 本庁舎内会議室にて 

修
な
ど
の
取
り
組
み
を
進

め
る
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
都
庁
職
か
ら

は
、
昨
冬
と
り
く
ん
だ
病
棟

で
の
研
究
調
査
の
中
間
報

告
を
提
出
し
、
長
時
間
夜
勤

が
身
体
に
与
え
る
実
態
を

科
学
的
に
解
明
し
、
夜
勤
が

有
害
業
務
で
あ
る
観
点
か

ら
の
改
善
を
求
め
ま
し
た
。 

 

東
京
医
労
連
か
ら
は
、
最

新
の
「
医
労
連
夜
勤
実
態
調

査
報
告
（
概
要
）
」
や
、
大

学
部
会
で
の
始
業
前
残
業

調
査
の
結
果
な
ど
も
渡
し
、

そ
れ
ぞ
れ
概
要
を
説
明
し

た
後
、
結
核
予
防
会
労
組
や

日
医
大
労
組
、
民
医
労
南
部

支
部
な
ど
の
各
職
場
か
ら

の
切
実
な
訴
え
が
あ
り
ま

し
た
。 

 
日
赤
医
療
セ
ン
タ
ー
第

一
労
組
の
坂
本
執
行
委
員

は
、
看
護
師
が
２
～
３
年
で

辞
め
て
い
く
実
態
の
中
で
、

勤
務
と
勤
務
の
間
の
イ
ン

タ
ー
バ
ル
の
時
間
や
、
夜
勤

回
数
の
改
善
を
強
く
望
む

と
同
時
に
、
行
政
が
そ
の
立

場
に
立
っ
て
、
政
策
を
展
開

す
る
よ
う
迫
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
續
副
委
員
長
か
ら

は
、
看
護
現
場
で
は
、
世
間

の
常
識
か
ら
離
れ
て
、
始
業

前
の
残
業
な
ど
、
30
分
前
、

１
時
間
前
か
ら
仕
事
を
す

る
の
が
、
根
深
く
常
態
化
し

て
い
る
実
態
が
あ
り
、
東
京

都
と
し
て
新
人
研
修
な
ど

行
う
な
か
で
、
こ
う
し
た
労

働
時
間
に
対
す
る
意
識
の

問
題
に
も
目
を
向
け
て
ほ

し
い
、
働
く
時
間
に
対
す
る

「
看
護
師
の
常
識
」
を
変
え

る
取
り
組
み
を
望
む
発
言

が
さ
れ
ま
し
た
。 

 

終
わ
り
に
、
今
後
も
こ
の

よ
う
な
意
見
交
換
の
場
を

引
き
続
き
設
け
る
こ
と
を

要
請
し
、
予
定
時
間
を
若
干

オ
ー
バ
ー
し
、
懇
談
を
終
了

し
ま
し
た
。 


